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Abstract:　 For Yves Bonnefoy, the works of Rimbaud have been essential objects of reference. From his Rimbaud
par lui-même in 1961 to his latest essay Notre besoin de Rimbaud in 2009, Bonnefoy has on occasions mentioned
Rimbaud in whom he has found the dialectic movement of hope and lucidity and he has articulated its consequence
with his own poetics of presence. In 1961, he did not treat Rimbaud's crucial sonnet Voyelles, whereas in 2009 he
interprets it in his original way. This difference may be explained by Bonnefoy's revaluation of the surrealistic
automatism during the 70's. The surrealistic automatism can be connected with Rimbaud's ≪ derangement of all the
senses ≫ and for Bonnefoy it has been revealed to be a good method for ≪ anamnesis ≫. But while André Breton
considered merely Rimbaud as a ≪ genius of puberty≫, Bonnefoy regarded him as a witness of ≪ infancy ≫ that is
essential to Bonnefoy's poetics. In this point, Bonnefoy differs from Breton. The lucidity of Bonnefoy himself guards
his poetry from falling into a literary illusion independent of the immediacy of the reality.





るのは、アルチュール・ランボー Arthur Rimbaud（1854 ～
1891）である。2009 年に公刊されたエッセイ、「我々がラン
ボーを必要としていること」Notre Besoin de Rimbaud（1） の
なかでボヌフォワはこう述べている。












について詩人に語られたこと」Ce qu'on dit au poète à propos
de fleurs（1976）、「色の彼方」L'outre-couleur（1978）、「ラン
ボー夫人」Madame Rimbaud（1979）、「ヴェルレーヌ、そし
ておそらくランボー」Verlaine, et peut-être Rimbaud（1982）、
「ランボー、ヴェルレーヌの証人」Rimbaud, témoin de Verlaine
（1991）、「新しい時」L'heure nouvelle（1998）、「≪地獄での
一季節≫序文」La préface d' Une saison en enfer（2003）、「本
質的なものの簡潔さ」La brièveté de l'essentiel（2003）、「我々
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らゆる感覚の錯乱≫ le dérèglement de tous les sens は、≪あ
らゆる意味の錯乱≫という意味でもある。つまりレ・サン

























































































































































































































































































































ルト Roland Barthes の「歴史あるいは文学？」L'hisoire ou la
littérature ?（13）は、レーモン・ピカール Raymond Picard の反
論『新しい批評、あるいは新しいいかさま』（Nouvelle critique





































ジョン・E・ジャクソンとの対話」Entretien avec John E.
Jackson sur le surréalisme の中で、いかにしてシュルレアリス
ムから最初の詩集『ドゥーヴの運動と不動性について』Du








































































































ルトン André Breton（1896 ～ 1966）を通してであったと、
2006 年スリジー・ラ・サール Cerisy-La-Sale においてボヌ
フォワ自身つぎのように告白している。













     
ブルトンと出会う以前からボヌフォワはシュルレアリス
ムに惹かれていた。1941 年に高校の教師がボヌフォワに渡







この 1946 年の 10 月から 1947 年の 7 月までのあいだ、ボ
ヌフォワはシュルレアリスムに加わっていたわけである。
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与えたのではないかと思われるのは、1935 年 6 月に「作家
会議」Congrès des écrivains においてエリュアール Eluard が
代読したブルトンのテキスト「作家会議における発言」
Discours au Congrès des écrivains における最後の部分であろ
う。
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―― イヴ・ボヌフォワによるランボー論 ――
小山　尚之
（東京海洋大学海洋科学部海洋政策文化学科）
要旨：　イヴ・ボヌフォワにとってランボーの作品は本質的な参照対象であり続けている。1961 年の『ラ
ンボー自身によるランボー』から 2009 年のエッセー「我々がランボーを必要としていること」にいたる
まで、ボヌフォワは折に触れランボーに言及してきた。ボヌフォワはランボーのうちに希望と明晰さの弁
証法的な運動を認め、それがもたらすものを自らの詩学に接合した。しかし 1961 年においてボヌフォワ
はランボーの重要なソネット『母音』について解釈をあたえなかったが、2009 年になるとこのソネット
に独自の解釈を施している。この違いはおそらくボヌフォワの 70 年代におけるシュルレアリスト的オー
トマティスムにたいする再評価によって説明されるかもしれない。シュルレアリスト的オートマティスム
はランボーの≪あらゆる感覚の錯乱≫に結びつけられ得る。またボヌフォワにとってオートマティスムは
≪アナムネーシス≫のためのよい方法であることが判明したのだ。しかしブルトンはランボーを≪思春期
の天才≫とのみ見做していたのだが、ボヌフォワはランボーを≪幼年期≫を証言する者とかんがえてい
た。この点でボヌフォワはブルトンと分かれる。ボヌフォワ自身の明晰さはボヌフォワの詩が現実の直接
性から分離した文学的な幻想とならないよう警戒している。
キーワード：　ボヌフォワ，ランボー，ブルトン，あらゆる感覚の錯乱，オートマティスム，
　　　　　　　幼年期
